
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

お
い
て
は
10
月
の
暴
風
に
よ
り
、

り
ん
ご
の
落
下
や
樹
上
損
傷
が
発

生
す
る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し

た
が
、
水
稲
は
比
較
的
天
候
に
恵

ま
れ
、
出
来
秋
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
一
方
、
国
に
お
い
て
は
、
昨
年

10
月
、Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
）
閣
僚
会
合
に
お
い
て
交

渉
が
大
筋
合
意
に
至
り
、
そ
の
概

要
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
畜
産
物
の
輸
入
枠
設
定
や
関

税
の
大
幅
削
減
は
、
生
産
者
に
と

っ
て
は
益
々
経
営
が
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。                                                                

　
政
府
は
、「
安
心
し
て
再
生
産

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

万
全
の
対
策
を
実
施
し
て
い
く
」

と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な

対
策
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
引
き
続

き
注
視
し
て
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

農
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
国
の
強

い
関
与
が
望
ま
れ
、
市
議
会
と
し

て
も
積
極
的
に
そ
の
対
応
を
国
に

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
者
自
身
も
消
費
者

目
線
に
対
応
し
た
高
付
加
価
値
化

お
よ
び
競
争
力
向
上
な
ど
、
攻
め

の
農
業
へ
の
経
営
転
換
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
さ
て
、
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、

超
高
齢
化
社
会
へ
の
進
行
と
相
ま

っ
て
地
域
経
済
の
活
力
が
低
下
し
、

人
口
流
出
に
拍
車
が
か
か
る
悪
循

環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
国
で
は
、

地
方
創
生
の
基
本
理
念
を
盛
り
込

ん
だ
地
方
創
生
関
連
法
を
制
定
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
な

施
策
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
地
域
活
性

化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、

「
第
二
次
総
合
計
画
」
や
「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
な
ら
び
に
「
地
域
活

力
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
策
定
に
よ
り
、
今
後

の
中
・
長
期
的
な
目
標
や
施
策
の

基
本
的
な
方
向
性
が
定
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。           

　
議
会
に
お
い
て
は
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
本
市
農
業
の
あ
る
べ

き
姿
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い

る
ほ
か
、
議
員
定
数
の
見
直
し
に

つ
い
て
も
検
討
協
議
し
、
次
期
一

般
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
18
名
に

削
減
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
二
元

代
表
制
の
一
翼
を
担
う
立
場
か
ら
、

市
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

果
た
す
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
市

民
目
線
に
立
っ
た
実
の
あ
る
政
策

を
提
言
し
て
い
く
こ
と
も
、
重
要

な
責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　               

　
今
後
と
も
、
議
員
一
同
、
市
民

の
信
頼
と
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
研
さ
ん
を
重
ね
、
安
全
と
安
心

な
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
、

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
輝
か
し
い
初
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
市
政
各
般
に

わ
た
り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
市
は
昨
年
２
月
に
、
合
併
10

周
年
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念

事
業
を
通
じ
市
民
と
共
に
祝
い
、

そ
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
デ
ィ
ズ
ニ

ー
パ
レ
ー
ド
や
千
葉
県
柏
市
立
柏

高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
特
別
公
演

で
は
、
感
動
を
与
え
て
い
た
だ
き
、

関
係
各
位
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
は
、
昨
年
10
月
の
爆
弾
低

気
圧
に
よ
る
強
風
で
、
リ
ン
ゴ
の

落
下
・
樹
上
損
傷
の
被
害
が
あ
り
、

被
災
し
た
方
々
に
対
し
心
よ
り
お

見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
水
稲
に
関
し
て
は
、
天
候
に
恵

ま
れ
順
調
に
生
育
し
、
米
価
も
一

昨
年
よ
り
上
昇
、
ま
た
、
本
県
産

初
と
な
る
特
Ａ
を
取
得
し
ま
し
た

「
青
天
の
霹
靂
」
の
デ
ビ
ュ
ー
な
ど
、

実
り
あ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
政
の
根
幹

政
策
で
あ
る
生
産
調
整
の
廃
止
や

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
な
ど
、
農
家
の

経
営
を
根
本
か
ら
揺
る
が
し
か
ね

な
い
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
農
家
が

継
続
的
に
生
産
で
き
る
よ
う
関
係

各
団
体
、
市
議
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
市
民
の
健
康
保
持
を

最
重
要
課
題
と
と
ら
え
、
昨
年
10

月
に
「
健
康
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。
新
年
度
に
は
、

特
定
健
診
や
乳
幼
児
健
診
な
ど
、

健
診
を
集
約
的
に
行
う
施
設
と
し

て
、「（
仮
称
）
つ
が
る
市
総
合
健

診
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
隣
接
す
る
市
民
診
療

所
と
連
携
を
図
り
、
積
極
的
な
保

健
指
導
な
ど
市
民
の
健
康
増
進
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
民
が
こ
れ
ま
で
待

ち
望
ん
で
お
り
ま
し
た
市
立
図
書

館
を
本
年
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が

る
柏
構
内
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
新
た
な
地
域
の
情

報
・
文
化
の
拠
点
や
生
涯
学
習
の

場
を
市
民
へ
提
供
で
き
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
我
が
「
つ
が
る
市
」
も
合
併
11

年
目
に
入
り
徐
々
に
一
体
感
が
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
担
い
手
の

人
口
が
減
少
し
、
地
域
経
済
に
大

き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
地

域
の
特
性
を
活
か
し
持
続
可
能
な

自
治
体
づ
く
り
の
た
め
、「
つ
が

る
市
地
域
活
力
創
生
総
合
戦
略
」

を
本
年
３
月
に
策
定
す
る
と
と
も

に
、
五
所
川
原
市
を
中
心
市
と
し

た
「
定
住
自
立
圏
」
を
形
成
し
、

近
隣
市
町
の
農
産
物
・
歴
史
・
文

化
な
ど
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を

活
か
し
相
互
に
連
携
を
保
ち
、
人

口
定
住
等
を
促
進
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、（
仮
称
）
車
力
地
区

統
合
小
学
校
校
舎
等
の
工
事
や
桜

木
団
地
住
宅
の
建
設
を
継
続
し
、

津
軽
自
動
車
道
の
未
着
工
区
間

（
柏
〜
浮
田
間
）
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
関
係
機
関
に
積
極
的
に

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
10
年
間
の
歩
み
を

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
目
指
し
、
豊
か
な
自

然
や
文
化
・
歴
史
を
継
承
し
な
が

ら
、「
次
世
代
に
つ
な
げ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
向
け
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
政
発

展
の
た
め
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

つがる市議会議長

佐々木 慶和
つがる市長

福島 弘芳

市
民
目
線
の
実
の
あ
る
政
策
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言
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り
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。
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迎
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こ
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生
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に
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益
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経
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こ
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が
予
想
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政
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安
心
し
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再
生
産

に
取
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組
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

万
全
の
対
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く
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と
述
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ま
す
が
、
具
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な

対
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引
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続
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注
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く
こ
と
が
必
要
で
す
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に
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い
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は
、
国
の
強
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が
望
ま
れ
、
市
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と
し

て
も
積
極
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に
そ
の
対
応
を
国
に

働
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ま
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ま
た
、
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業
者
自
身
も
消
費
者

目
線
に
対
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争
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。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
さ
て
、
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少
時
代
を
迎
え
、

超
高
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化
社
会
へ
の
進
行
と
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ま

っ
て
地
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経
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の
活
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が
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下
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、
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拍
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悪
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。
国
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の
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理
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盛
り
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だ
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を
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、

地
域
の
実
情
に
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た
効
果
的
な
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を
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ま
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。

　
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
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取
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で
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く
た
め
、
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第
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総
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計
画
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や
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人
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ビ
ジ
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な
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び
に
「
地
域
活
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創
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総
合
戦
略
」
の
策
定
に
取

り
組
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で
お
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ま
す
。

　
こ
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ら
の
策
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に
よ
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、
今
後

の
中
・
長
期
的
な
目
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や
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策
の

基
本
的
な
方
向
性
が
定
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
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議
会
に
お
い
て
は
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
本
市
農
業
の
あ
る
べ

き
姿
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
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る
ほ
か
、
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員
定
数
の
見
直
し
に

つ
い
て
も
検
討
協
議
し
、
次
期
一

般
選
挙
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ら
議
員
定
数
を
18
名
に

削
減
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
二
元

代
表
制
の
一
翼
を
担
う
立
場
か
ら
、

市
政
に
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る
チ
ェ
ッ
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機
能
を

果
た
す
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
市
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の
ニ
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ズ
を
的
確
に
捉
え
、
市

民
目
線
に
立
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た
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の
あ
る
政
策

を
提
言
し
て
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く
こ
と
も
、
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要

な
責
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で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
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す
。
　
　
　
　
　
　
　               

　
今
後
と
も
、
議
員
一
同
、
市
民

の
信
頼
と
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
研
さ
ん
を
重
ね
、
安
全
と
安
心

な
住
み
よ
い
街
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く
り
を
目
指
し
、
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力
し
て
ま
い
る
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存
で
あ
り
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す
の
で
、
本
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も
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変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
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結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
輝
か
し
い
初
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
市
政
各
般
に

わ
た
り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
市
は
昨
年
２
月
に
、
合
併
10

周
年
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念

事
業
を
通
じ
市
民
と
共
に
祝
い
、

そ
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
デ
ィ
ズ
ニ

ー
パ
レ
ー
ド
や
千
葉
県
柏
市
立
柏

高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
特
別
公
演

で
は
、
感
動
を
与
え
て
い
た
だ
き
、

関
係
各
位
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
は
、
昨
年
10
月
の
爆
弾
低

気
圧
に
よ
る
強
風
で
、
リ
ン
ゴ
の

落
下
・
樹
上
損
傷
の
被
害
が
あ
り
、

被
災
し
た
方
々
に
対
し
心
よ
り
お

見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
水
稲
に
関
し
て
は
、
天
候
に
恵

ま
れ
順
調
に
生
育
し
、
米
価
も
一

昨
年
よ
り
上
昇
、
ま
た
、
本
県
産

初
と
な
る
特
Ａ
を
取
得
し
ま
し
た

「
青
天
の
霹
靂
」
の
デ
ビ
ュ
ー
な
ど
、

実
り
あ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
政
の
根
幹

政
策
で
あ
る
生
産
調
整
の
廃
止
や

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
な
ど
、
農
家
の

経
営
を
根
本
か
ら
揺
る
が
し
か
ね

な
い
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
農
家
が

継
続
的
に
生
産
で
き
る
よ
う
関
係

各
団
体
、
市
議
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
市
民
の
健
康
保
持
を

最
重
要
課
題
と
と
ら
え
、
昨
年
10

月
に
「
健
康
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。
新
年
度
に
は
、

特
定
健
診
や
乳
幼
児
健
診
な
ど
、

健
診
を
集
約
的
に
行
う
施
設
と
し

て
、「（
仮
称
）
つ
が
る
市
総
合
健

診
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
隣
接
す
る
市
民
診
療

所
と
連
携
を
図
り
、
積
極
的
な
保

健
指
導
な
ど
市
民
の
健
康
増
進
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
民
が
こ
れ
ま
で
待

ち
望
ん
で
お
り
ま
し
た
市
立
図
書

館
を
本
年
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が

る
柏
構
内
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
新
た
な
地
域
の
情

報
・
文
化
の
拠
点
や
生
涯
学
習
の

場
を
市
民
へ
提
供
で
き
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
我
が
「
つ
が
る
市
」
も
合
併
11

年
目
に
入
り
徐
々
に
一
体
感
が
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
担
い
手
の

人
口
が
減
少
し
、
地
域
経
済
に
大

き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
地

域
の
特
性
を
活
か
し
持
続
可
能
な

自
治
体
づ
く
り
の
た
め
、「
つ
が

る
市
地
域
活
力
創
生
総
合
戦
略
」

を
本
年
３
月
に
策
定
す
る
と
と
も

に
、
五
所
川
原
市
を
中
心
市
と
し

た
「
定
住
自
立
圏
」
を
形
成
し
、

近
隣
市
町
の
農
産
物
・
歴
史
・
文

化
な
ど
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を

活
か
し
相
互
に
連
携
を
保
ち
、
人

口
定
住
等
を
促
進
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、（
仮
称
）
車
力
地
区

統
合
小
学
校
校
舎
等
の
工
事
や
桜

木
団
地
住
宅
の
建
設
を
継
続
し
、

津
軽
自
動
車
道
の
未
着
工
区
間

（
柏
〜
浮
田
間
）
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
関
係
機
関
に
積
極
的
に

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
10
年
間
の
歩
み
を

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
目
指
し
、
豊
か
な
自

然
や
文
化
・
歴
史
を
継
承
し
な
が

ら
、「
次
世
代
に
つ
な
げ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
向
け
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
政
発

展
の
た
め
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

つがる市議会議長

佐々木 慶和
つがる市長

福島 弘芳
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言
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目
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